
「私たち中小企業家が長崎県を牽引していく！」
〜 経営を極めていく企業家集団   会勢 700 名を達成しよう 〜
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大村支部　情報広報委員会

　今回は、３支部合同例会にふさわしい内容でした。
　長崎に住んでいれば、一度は口にしたことがある「角
煮まんじゅう」。長崎が誇る食品メーカーである、（株）
岩崎食品の代表取締役 岩崎栄司さんに来ていただき
ました。今回は、岩崎さんと大村支部の金井アドバイ
ザーとの対談形式で行われました。
　あいさつ・自己紹介を経て、岩崎さんの最初の話は
父親のことについてでした。自分が何かしようとする
と、よく衝突されていたそうです。しかしある時、父

親に「出て行け！」と言われた際に親の悲しそうな表
情に気付き、決意を胸に「ここは自分の会社だ！」と
宣言したそうです。出ていかない、逃げないと決意し
たその時から、自分の周りのいろんな問題が解決でき
るようになったと岩崎さんは言います。
　岩崎さんは当時、新商品の開発にかなり尽力された
そうで、３年で１００個以上の商品を作っては失敗さ
れてきたと言います。父親に「まずはおいしいものを
作れ。コストを下げるのはそれからだ。」と、お客様
に喜んでもらうことが一番だという思いを託された岩
崎さんは、母親と一緒に食べたトンポーローをヒント
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テーマ：事業承継から拡大へ〜 中小企業は、トップの信念が企業の未来を創造する〜

報告者：（株）岩崎食品　代表取締役　岩崎  栄司  氏

大村・諫早・島原３支部合同例会 開催！！
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に「角煮まんじゅう」を作り上げたそうです。しかし
コストが掛かりすぎるということで、一度は商品化で
きないのではないかと父に懸念されていたそうです
が、社長であった父をうなずかせるために何度も原価
計算を行い、やっとの思いで商品化できるようになっ
たそうです。そのエピソードに会場中も、岩崎さんの
凄みを感じていたようです。
　また社員教育に関しても岩崎さんの考えに感銘を受
けました。働いたことのない人材を一人前にしてこそ
企業の役目と考えている岩崎さんは、新卒者を対象
に、最後は社長の面接で笑顔、率直さのある人材を採
用しているそうです。入社してからも、「どうしましょ
うか？」という質問を、「こうしたいのですがどうで
しょうか？」と、考え提案できる社員になってもらい、
社長自身のみの考えだけでなく、より良い商品づくり

をする為に、社員に考える力を持たせているそうです。
また、自分の失敗から、責任を取らせすぎると報告し
なくなるのがわかったので、ダメな社員が居ても、失
敗をきちんと報告することで責任を問わず、徐々にで
もよくなるまで待つという考えを持っているというお
話を聞き、グループディスカッションでは岩崎さんの
社員教育を真似したいとの意見も出ていました。
　そんな岩崎さんの夢は、売上・利益はもちろん、社
員の収入も含めて、長崎でのナンバーワンの食品会社
になる事だそうです。経営者としても人としても、そ
して父としても尊敬できる岩崎さん。こういった方に
なりたいと、一つの目標を感じることができたそんな
例会でした。

諫早支部　東村　久儀

　会員１０５名、オブザーバー２２名の参加で開会さ
れました。スローガン唱和に続き、大村支部長 上谷
直人さんの支部長挨拶の後、通常の例会とは違い、今
回は副代表理事 金井政春さんの質問に岩崎さんが答
えるというスタイルで報告が始まりました。
　高校１年で中退し調理士学校に進まれたそうです。
岩崎食品に入社後は、社長である父親に認めてもらお
うと思い、新しいことをしようとしたら父と衝突して
よく出て行けと言われたそうです。３年間で１００の
商品開発を行い、失敗の連続で挫折しそうになりまし
たが、失敗を恐れずに前に進んだ結果、現在があるそ
うです。すごい忍耐力だと思います。人材確保につい
ても、一生懸命さ、素直さ、笑顔、この３要素を採用
の条件とし、学歴は関係ないそうです。
　人材教育については、社員さんと短時間パートナー
さんも勉強会に参加し、販売部門、工場部門に分かれ
て毎月グループディスカッションを行っているそうで
す。
　いつも「社長どうしましょう？」と社員が聞くのは
駄目、その会社は社長がいなくなるとつぶれるそう
です。社員には「社長、こういう風にしたいのです

がどうでしょうか？」と提案させる。そして社長が
判断する。失敗したら会社が責任を取る。失敗して
４０００万の廃棄を出した時も、社員には責任を取ら
せなかったそうです。責任を追及するより、起こった
問題の原因、対応、対策が大切。そうしないで社員に
責任を負わせると、起こった事を報告せずに隠そうと
します。
　売り上げ（利益）が目的ではなくお客様に喜んでも
らうことが目的、お客様に喜んでもらい社員も喜ぶこ
とが大切。問題が起こったときに考えるのではなく問
題を自ら作り上げて解決していくことが成長につなが
ると言われていました。
　社員は給料が多くても自分が役に立っているという
存在意識、将来の希望がなければ辞めてしまう。岩崎
食品のビジョンはとの質問に対し、長崎で売り上げ（利
益）ナンバーワンの食品会社になること、そして社員
の収入もナンバーワンを目指すということ等、常に社
員の皆さんのことを考えておられました。
　最後に同友会について、同友会の皆さんは理念があ
り仲間意識がありすばらしい会だと思いますというこ
とで締めくくられました。
　貴重なお話をいただき大変勉強になりました。

島原支部　荒木　亮

　岩崎さんは冒頭、家業を「出ていけない」ではなく、
「出ていかない」決意をした時から経営者としての覚
悟を決め、中卒である自分はどこか同世代に負けたく
ないという意識を常に持ってきたと話し始められまし
た。岩崎さんのお話しを聞いていると「創造→行動→
検証」を常に繰り返しされています。

　商品開発について。３年で１００以上もの試作品、
そして１００以上もの失敗をしてきた。しかし失敗し
たことで学ぶことがたくさんあった。またその中で尊
敬するお得意先から成功するヒントをいただき、新商
品は関係ある皆さまの意見を参考にし、皆さんに助け
られてできたようなものだ、と話されます。例えば、
当時メインに販売していた商品は餃子や肉マンだっ
た。しかし夏場に肉マンは売れない。導入した機械代
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を払えない現実をどうにかできないかと考え、肉マン
でつくれるようになった生地を使用して新商品が出来
ないかと完成したのが角煮まんじゅうだった。角煮ま
んじゅうはヒットしたが、どんな良い商品でも、売上
が落ちる時期はくる。角煮まんじゅうにもその時期が
きた。検証してみると、餃子（おかず・日常）・角煮（趣
向品・非日常）だと確認。新たな販路を模索し、物産
展に出店することで活路を見出した。
　ヒトについて。毎年新卒採用をされており、ヒトを
育てることが企業の責任であると話されます。ある日、
きつい現場と責任を任せて、十分な給与を渡していた

自分の右腕と思っていた幹部社員が辞められたそうで
す。このとき岩崎さんは、お金で人は動かないという
ことを学んだそうです。
　また併せて問題を解決する組織力をテーマに掲げら
れています。「社長どうしましょう？」という一方的
な質問は禁止で、常に社員自身の意見を求める。課題
を自ら見つけて解決する力を育てられております。
　他にも勉強になる事がたくさんありました。
・新商品をつくるときは、コストではなく本当に美味
　しいものをつくれ。
・父と働くと決めた時点で、社長は 1 人。最終的な決
　断決定権も１人。どうしたら社長が yesと言っても
　らえるか考えてきた。
・価格は安くしない。
・会社の一番の意味は継続すること。１％でも倒産す
　る可能性があるならトライしない。できる範囲内で
　投資する。
・ボートで海を渡ろうとすると冒険。タンカーで海を
　渡ろうとすると航海（投資）。冒険と投資は違う。
・世の中のせいにしない。
今後の経営に活かしていきます。

　その後、加瀬さんの司会で祝宴が始まり、津軽三味
線の軽快な音色が会場に響き渡りました。
　今回の新しい試みとして、「同友会格付けチェック」
と言うテレビ番組でおなじみの余興を行いました。会
員企業の自慢の商品とスーパーなどで広く流通してい

長崎浦上支部　西本　俊昭

　お殿様の入場で、三味線の演奏が流れるといった趣
向が凝らされ、いつもの厳かな雰囲気とは違った華や
かなオープニングとなりました。
　今回は浦上１１名、出島 4 名が慶祝対象者で、当日
浦上からは古稀の飛田政光さん、前田さん、森下さん、
還暦の松尾照美さん、山口芳和さん、吉澤支部長、厄
入の鹿島さんが出席されました。
　ＤVＤ放映の後、長崎出島支部飯田支部長より祝
詞があり、記念品贈呈後、慶祝者の挨拶がありました。

長崎浦上・長崎出島支部 合同慶祝例会報告
日 時 6 月 21日（火）18：30
会 場 サンプリエール

慶 祝
対 象 者

（敬 称 略）

〈古希〉
　飛田 政光（浦上）　星永 瑞輝（浦上）
　前田 富彌（浦上）　三上 寿美子（浦上）
　森下 久太郎（浦上）　伊崎 孝幸（出島）
　清島 瑞恵（出島）

〈還暦〉
　荒木 健治（浦上）　松尾 照美（浦上）
　山口 芳和（出島）　吉澤 健（浦上）

〈厄入〉
　鹿島 啓介（浦上）　西浦 友也（浦上）
　佐々田 剛史（出島）　中村 健太郎（出島） 
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る商品を食べ・飲み比べすると言う企画でした。正解
率の一番悪いテーブルには、特製わさび入りシューク
リームを食べていただくという罰ゲーム付きでした。
会場全体で一体感をすごく感じる例会となりました。
　二次会は、長崎浦上支部は魚河岸がれーじ駅前店に
急遽集まり支部の団結力を感じました。
　慶祝対象者の皆様本当におめでとうございました。
皆さんに喜んでいただき、私も実行委員として大変嬉
しく思いました。

長崎出島支部　中村　こずえ

　前日は大雨で思案橋は浸水等の被害が発生、慶祝例
会当日も雨が降る中、午後５時、伊勢宮でお殿様７名
を囲み、清祓いが厳かに執り行われました。私は清祓
いは初めての参列でした。慶祝対象者の皆さんの清祓
いの後玉串の奉納、参列した私たちも玉串奉納をさせ
ていただきました。粛々としたなかで清祓いは無事に
終わり集合写真を撮る頃には雨もあがり、あたかも神
事を祝っているかのようでした。
　サンプリエールさんの御好意で５時半には伊勢宮へ
お迎えのバスが到着。皆さんを乗せて、いざ、例会会
場へ。
　到着したお殿様は控室にて休憩、古希と還暦の方に
はちゃんちゃんこを着用していただき、準備もばっち
りです。受付開始の時間になり、お祝いに参加される
長崎両支部の会員達が集まり始めると例会ムードも高
まってきました。
　今年の実行委員会は楽しい慶祝例会にしようと色々
な意見を出し合い、この日を迎えました。
　まず入場です。ドアが開くと同時に三味線の演奏！
清祓い、昔からの風習のちゃんちゃんこのお殿様を迎
えるのに相応しい演出でした。其の後、お１人お１人
を紹介するＤＶＤ上映と続きました。このＤＶＤは長
崎出島支部の上原さんがいなかったら作成出来ないも
のでした。上映会のナレーションは菅原さん、テロッ
プとずれないように読み上げるのは大変だったでしょ
う。

　余興は諫早の石井流津軽三味線のお三方にお願いし
ました。代表の石井さんは諫早支部の食楽亭の土井さ
んの妹さんです。素晴らしい津軽三味線の演奏に会場
からは「もってこーい！もってこーい！」の掛け声があ
がっていました。
　会場の盛り上がりもピークになった所で「同友会格
付けチェック」の始まりです。こじまの角煮、観月の
ごま豆腐、五島灘酒造の焼酎、魚河岸ガレージのカス
テラ、サンミシェルのシュークリームはどちらなのか
をテーブル毎に当てるのですが、なかなか難しい物も
あったみたいです。皆さんに喜んでいただけて実行委
員達もやりがいのあった例会でした。これも偏に協力
してくださった全ての方のお陰です。
　ますます、浦上・出島両支部の結束も強くなったと
感じた素晴らしい慶祝例会でした。
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　佐世保市で２５年間学習塾を経営されている智翔館
の直江さんに報告いただきました。
　直江さんはその家庭環境により、幼少のころからの
びのびと育ってこられたのかなという印象がありまし
た。
　明治大学卒業後に勤務したアパレル関係の会社では
非常に厳しい労働環境にもかかわらず、“石の上にも
三年”の意識で乗り切られました。配属された部署は、
幹部社員への登竜門である事を知り、期待をされてい
たのだなという事がわかりました。
　仲間との縁で学習塾の経営を始めることになった後
も、直江さんらしい豪快な失敗もあったようです。山
あり谷ありの経営体験を惜しみなくお話しいただきま
した。失敗した際、その失敗を乗り越える時に本当に
前向きな考え方をされているのだなというのがとても
印象的でした。
　また、直江さんは、「地域」を意識した言葉を多く話
されたという印象がありました。「地域」から世界へ羽
ばたける人材の育成であったり、または今後予想さ
れる人材不足への対策等々、中小企業家だからこそ
出来る色々な取り組みのヒントを得られたような気
がします。
　細かい手段もそうなのですが、今回の話の本質は同
友会の学びにもある「経営者の役割」を意識させられる
報告ではなかったかと思いました。「経営者」はその会
社が良い会社であるために、様々な取り組みを進める
ことが必要であると同時に、その会社が地域の役に
立っているかの検証もしなくてはいけないと思いま
す。また、共に働く従業員には夢を語り、その夢の実

現のために何をすべきかを提案し、実行していく。そ
のことにより「良い会社」づくりが出来るのではないか
と思います。
　直江さんの、夢を語り、その夢を実現するための手
段を提案したり実行していかれた話は同友会が求める
理想の経営者像ではないかと思いました。
　大きな失敗を乗り越えてきた直江さんだからこそ、

「良い会社」であるための努力を怠らずに前に進まれて
いるのかと思います。
　また、今回は同友会で活動することにより、一社で
は出来ない「良い経営環境を作る」というところも意識
をされているのだなと思いました。直江さんの取り組
みが、結果的には佐世保市の中小企業家の経営環境を
良くしていくのではないかと感じました。経営環境は
一社で変えていくことは難しいと思います。地域を良
くすることで「良い経営環境」を作り、「良い会社」を持
続させるには「良い経営者」である事が必要であり、そ
のための近道は同友会である事を改めて確認できる例
会でした。
　惜しみなく、経営体験の報告をいただいた直江さん
に感謝を申しあげます。ありがとうございました。

（文責　原田　良太）

佐世保支部 例会報告
日 時 6 月17 日（金）18：30
会 場 佐世保市民会館

テ ー マ 地域社会に貢献する
「日本一のローカル企業」を目指す！

報 告 者 （株）智翔館　代表取締役
　直江　弘明　会員
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　父親の会社で働いていた時に企業倒産を経験し、
様々な職を経験することになり、その経験のときに友

人らのあたたかい支えが有り、その関係が今でも続い
ているとのことで羨ましい感じがしました。
　その後再起を目指すのですが、以前の社員に声をか
けたところ見事に全員に断られ、それまでの自分がい
かに世間知らずで社員のことを考えず経営側の一人と
して行動していたかを身につまされたと仰っていまし
た。それから以前の伝手や家族、友人の力を借りて再
スタートが切れたのですが、以前の商売の無駄なとこ
ろを削ぎ落として運営した結果、初年度から利益を出
すことができたそうです。

　商工中金は、全国行員約
４, ４００名（内海外勤務約
２０名）。田口さんは、商
工中金勤務２６年。海外勤
務される行員約２０名のお
一人で、その海外歴は、約
１０年【中国深セン、香港、
バンコク等】の中でバンコ
クには４年４か月駐在さ
れ、商工中金バンコク事務
所の立ち上げをされ、それ

が一番の思い出だったと話されていました。
　海外（中国、アジア）は、現実私たちの生活の中でも
外してはいけないというものとなっています。統計を
活用しながら田口さんが経験されている当時の勤務地
の状況を加味しながらの報告で、数字面や現実面から
正直難しい部分もありましたが、反面かなり興味を持
ちながら海外進出を身近なものと感じた会員や実際動
いている何人かの会員もいたようです。

（報告内容）

①２０１４年アジア各国の主要デ－タ
②最近の投資傾向
③日本の直接投資
④各国動向
⑤中小企業の海外進出に対する意識調査から

①について
※中国人口約１３６７．８百万人  一人当たりＧＤ
Ｐ  米ドル７, ５８９  ※マレーシア約３０．３百万

人  一人当たり米ドルＧＤ
Ｐ  １０, ８０３  シンガ
ポール人口約５．５百万人  
一人当たり米ドルＧＤＰ 
５６, ３１９  ベトナム人口
約９０．６百万人  一人当た

り米ドルＧＤＰ  ２, ０５２等  日本の一人当たり米ド
ルＧＤＰ  約３６, ３３１【日本円で約４００万円】
　シンガポールは、日本の一人当たりＧＤＰの１．５
倍とのお話があり、またカンボジアなどはすごい勢い
で伸びているとのことでした。
　マレーシアとタイは隣国同士でもタイの所得は、マ
レーシアの約半分。またタイなどには、車の修理とい
う意味は通じるのですが、実はメンテナンスという言
葉や業種がないとのことでした。ここは今後のビジネ
スチャンスに繫がるかも？
　お国柄タイ、バンコクなどのんびりとした人が多く、
そのせいか商品の品質も不安定要素もあり、海外支社
の駐在員など仕事をする上での問題は、何があります
かとの質問において、実は「日日問題」との回答。これ
は、日本の親会社が現地状況や性格などを理解できて
おらず、駐在員などが困っていることを指す言葉だそ
うです。
　短時間で盛りだくさんの報告でしたので今回ここに
記載できない旨ご了承ください。
　今回の報告内容をお聞きしたい会員の方がいました
ら同友会メンバーとして田口支店長へご連絡されては
どうでしょうか。

（文責　松永　いづみ）

五島支部 例会報告
日 時 6 月 24 日（金）18：30
会 場 観光ビル  はたなか

テ ー マ 今こそ、同友会
～企業倒産を経験して～

報 告 者 （株）ミヤタ　代表取締役専務
　宮田　正一　会員（大村支部）

北松浦支部 例会報告
日 時 6 月16 日（木）18：30
会 場 松浦シティホテル

テ ー マ 中小企業のアジア展開
～最近の特徴と動向～

報 告 者 （株）商工組合中央金庫　佐世保支店長
　田口　恵介　氏
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　６月は、厄入りの会員の厄を皆で祝う慶祝例会でし
た。今回の慶祝対象者は１９７６年生まれの、（有）長
崎新聞道ノ尾・滑石販売センターの鹿島啓介さんと社
会保険労務士出島労務管理事務所の西浦友也さんでし
た。（西浦さんは、今回は残念ながら体調不良のため
欠席でした。）
　会場は安井さんのお店である ZAC 長崎中央店。乾
杯後、主役の鹿島さんを囲んで歓談。刺身、激辛パ
スタ、激辛ピザ、子悪魔ピザなどたくさんの料理を、
田本さんの五島灘や五つ星を飲みながら楽しみまし
た。サプライズで、安井さんのサックス生演奏もあ
りました。
　２４時を過ぎるまで鹿島さんを帰したらいけないた
め、二次会で分部さんのお店へ。分部さんのご厚意で、

メンズのお店の方を貸切状態にしていただきました。
ここでは思う存分騒いだので、鹿島さんと西浦さんの
厄も逃げ出して行ったと思います。そして三次会、シ
メの食事までお疲れ様でした。
　忙しい金曜日の夜にもかかわらず、快く会場を提供
してくださった会員の皆様、また集まってくださった
皆様、本当にありがとうございました。これも鹿島さ
んと西浦さんの人徳のなせる事だと思います。そして、
お二方のこれからの益々の御発展を祈念致します。

（文責　橋本　裕次郎）

　そんな懸命に事業を続ける中、先に同友会に入って
いた方に声を掛けられ、経営フォーラムを経験し、もっ
と様々な経営の勉強をしなければいけないということ
を実感し、以後、同友会活動に取り組まれているそう
です。宮田さんの報告の中で「学んだことを実践する
ことが大切」という言葉がありました。

　今後も同友会で学び、それを自社企業、地域で実践
していくことが社員の幸せ、地域への貢献になること
を改めて感じました。

（文責　勝本　政裕）

青年経営者会 例会報告
日 時 6 月 24 日（金）19：30
会 場 ZAC長崎中央店

内 容 慶祝例会
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中同協 九州・沖縄ブロック第10回支部長・支部役員研修交流会 参加報告（第２弾）
「何のための同友会か？を追求し、企業経営と同友会運動を不離一体のものとする」

開催日：5 月 26・27 日（木・金）　会場：ホテルニューオータニ佐賀

＜ 1 日目＞

　●同友会運動と企業経営は不離一体

　　　提起者：中村　高明 氏　中同協副会長　（株）紀之国屋　会長

　●各県の事例報告

　　①企業づくり

　　　長崎同友会　政策委員長 　宮田　正一 氏　（株）ミヤタ　代表取締役専務

　　②地域づくり

　　　福岡同友会　筑豊地区幹事長 　有田　栄公 氏　有田電器情報システム（株）　代表取締役社長

　　③同友会づくり

　　　沖縄同友会　副代表理事 　真栄田　一郎 氏　マエダ電気工事（株）　代表取締役

＜ 2 日目＞

　●条例づくりで地域の未来を切り拓く　〜教育と企業づくりを軸にして〜

　　　愛媛大学　法文学部　教授　 和田　寿博 氏（愛媛同友会会員）

　　　NPO法人家族支援フォーラム　理事長 　米田　順哉 氏（愛媛同友会会員）

　　　愛媛県中小企業家同友会　専務理事 　鎌田　哲雄 氏

　同友会づくり：沖縄同友会 真栄田さんは「あんなふ
うになりたい先輩経営者がいる。」「あんな社員さん達
がいる会社っていいな。」「経営の体現者としての事例
を聞けるのは素晴らしい。」「相談できる人がいる同友
会は素晴らしい！同友会で学んだことを会社に持ち帰
り実践し、また同友会に還元する。」「活動と運動の定
義を改めて考える。同友会活動の根幹は自力で行う。
それから運動へと広がる。そんな目標がいつもいただ
ける同友会で自身を鍛えるのだ。」とまとめられまし
た。そして、新しい言葉を貰いました。“ＴＴＭ”です。
ＴＴＰは、いつも活用させていただいていますが、Ｔ
ＴＭは「徹底的に巻き込む」と言う事です。（例えば参
加しない会員の会社に出向いて行きミニ例会を開催し
て同友会の良さを知っていただいたと言う事例です。）
　私達が魅力ある経営者になれば良いのだ。役員とし
ての役目とは、自社を良くして見本となるべきだと学
びました。その上で、原点として役員は互いをもっと
よく知り合う事が必要である。会歴の浅い人にとって
不離一体は難しいが経営者と社員が互いにも学び合う
ことが肝心である。それらを整理して、これからの活
動に活かしていきます。

代表理事　松尾　慶一

　今回も沢山の学びをいただきましたし、熱い仲間た
ちと交流できたことが一番良かった。そして１０回目
ともなると研修会の構成もぶれずに初日の問題提起か
ら始まり、企業づくり・地域づくり・同友会づくりの
事例報告という様に内容的にも定着してきました。
　何と言っても一番気掛かりだった熊本・大分同友会
メンバーの参加状況でしたが、顔を見て安心しました
し、反対に元気付けられました。早咲熊本同友会代表
理事が「本当に大変な状況ですが熊本は頑張っていま
す。だから九州の皆さん、自粛とか考えないで下さい。
活発に活動してください。」と言われました。同友会の
支援が一番早かったし、有難かったとお礼を述べられ
ました。確かにそうだと思いましたし、同友会活動を
はじめとして積極的に行事等も行わなければならない
のだと教えられました。
　さて、企業づくり：我らが宮田さんの感想では、役
員としての課題を持ちより各県の対応や対策を聞きＴ
ＴＰの活用が肝心であると言う事と役員の任期終了後
も役割を明確にし出番を作ることによって活躍の場を
作る事が大切なのだと言われたのに感銘しました。
　地域づくり：福岡同友会 有田さんからは、今日参
加の皆さんの学ぶ姿勢が素晴らしい。さらに皆さんの
指針書の中に地域づくりの部分が無いので入れましょ
うと述べられました。
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者の育成と社員教育ができる。役員は企業づくりにお
いて会員の手本とならなければならないとの報告があ
り、恥ずかしく顔が赤くなると同時に会員さんに申し訳
ない気持ちになりました。同友会においても会社にお
いても私の本気度が足りない事を痛感しました。
　２日目は「条例づくりで地域の未来を切り拓く」と題
して和田さん、米田さん、鎌田さんの３氏の強い絆と
積極的な活動が成果を挙げている事例報告でした。特
に教育と企業づくりについての報告の中に大学側の課
題、学生の課題、企業の課題について深く連携するこ
とによりそれぞれの課題が克服され地域貢献に繋がっ
ている報告が印象に残りました。また、条例推進運動
は同友会運動の延長線上にある、との報告にピンとこ
ない私の勉強不足を実感した次第です。
　同友会歴１９年目を迎えていますが、長さでなく中
味が大切である事を今更気づかされる役員研修会でし
た。

副代表理事　金井　政春

　開催地が隣県の佐賀で有る事、来年は大村にて開催
される事を鑑み、２年振りに参加しました。九州各県
から１４３名の参加でした。長崎同友会からは２６名。
開催地佐賀同友会の３４名に次ぎ、福岡同友会と同数
の２位でした。長崎同友会の意識の高さを他県にもか
なりアピールする事ができたと思います。今回参加出
来なかった役員さんも次回は必ず参加されることを期
待します。
　最初に中同協副会長 中村高明さんより問題提起があ
りました。同友会での学びを企業経営にどう生かすか？
同友会での学びを企業で実践し、実践した成果を同友
会運動に還元する。これが同友会リーダーとしての心
構えと責任と報告されました。また役員になる事により
組織経営づくりに役立ち現場から離れる事により、社
員へ権限委譲ができ、営業、製造、総務・管理等責任

楽しんで活動できる。自社で行う営業活動や企画立案
が同友会で行う仲間づくりや例会づくりと同じことで
ある。そして大前提として、自社の経営が良くなるこ
と。まずは自分自身の成功体験が必要。その先に、自
社だけではなく地域が良くなることを考える。地域づ
くりを行うことが他団体とは異なる同友会の本質だと
確認できた。
　２日目は愛媛同友会での条例づくりを学ぶ。愛媛の
条例における特徴は「教育」を含んでいる事。なぜ「教
育」が条例に必要なのか？それは、中小企業における
人材不足等の問題は教育問題であるからだ。まずは学
校教育において、公平な職業観や勤労観を教えても
らう必要がある。教育は社会教育、社員教育ともつな
がっていく。そして条例の推進運動は同友会運動の延
長線上にあり、且つ到達点であること。また、同友会
運動は「人を生かす経営」を行うことであると理解。そ
れ故、役員は実践しておらねばならず、最低でも理解
していることが必要だ。私達は「人を生かす経営」を実
践することにより、地域社会に「憧れられる存在」にな
らねばならない。

専務理事　西村　浩文

　役員研修会の醍醐味はグループディスカッションに
あると思う。メンバーは九州各県の高い志を持った
リーダー達。皆同じベクトルを持っており、本質を外
れない熱のこもったディスカッションになる。また、
各県の話を聞けば、長崎同友会の立ち位置を知ること
ができる。しっかりとできている事もあれば、遅れて
いるなと感じることもある。
　ディスカッションはテーマに沿って行うが、白熱す
ると様々な方向に派生していく。そして他県の事例は
とても参考になる。その中に長崎でも取り入れたい事
例もある。例えば、出席が滞っているベテラン会員さ
んを参加させるには？という問いには、福岡同友会の
事例が参考になった。「企業承継塾」を設け、ベテラン
会員や若手にも声をかける。承継は多くの会員さんが
興味を持っているテーマ。呼びかけもしやすいし、ベ
テラン会員が参加できる「場」となっている。また、討
論テーマ「同友会運動と企業経営は不離一体…」につい
て、まず同友会活動を難しく考え過ぎないこと。自社
でやりたいことを同友会で試してみる気持ちで行えば

「量質転化の法則」。量は質を保証し、質は量を保証す
る。同友会運動・活動は経営や仕事に直結する、すな
わち不離一体である。と結論づける。同感した。
　「企業づくり」で、社員さんと年一回の個人面談、年
二回の社内アンケートを通し、社員さんの意見を社内
に取り入れることの重要性。「地域づくり」で、地元行
政と地元大学との連携　大企業優先の求人斡旋を中小

仲間づくり委員長　西山　展司

　初めての参加、佐賀ということで気軽に申し込ん
だ。１時間前に会場入りし緊張はすることなく余裕が
あった。
　中同協副会長 中村さんの問題提起から始まった。
次に各県の事例報告。学んだことは「仲間づくり」での
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伝えたい衝動がわき上がった。
　２日目は愛媛同友会の３名によるパネルディスカッ
ション。産学官＋民の連帯で地域の学校長・ＰＴＡも
加わりインターンシップや教育機関との関わりも深
く、最終教育機関としての「地域に愛される企業を創
ることを目指す」企業づくりを行っている。中小企業
振興条例は基本条例と記さなければ、絵に描いた餅で
あることなど、いろいろな実践報告が示された。
　私は同友会に入会して６年目となるが学んでいな
かった。貴重な会費を無駄にはしてはいけないことを
再認識することになった。この学びを実践し、経営者
としての自覚をさらに強くしていきたい。素晴らしい
有意義な２日間ありがとうございました。

零細企業に。「同友会づくり」で行政のトップや金融機
関のトップが注目する同友会に。数の力を有するため
に、退会をしない様な仲間づくりの必要性。新入会員
オリエンテーションの大切さ。同友会の価値を伝え続
けること。同友会を異業種交流の場だけにしてはもっ
たいない。レベルの高い経営の話し合いをすることは
楽しいこと。素晴らしい多くの経営者が経営の手法と
共に勉強出来ること。参加すること。
　１日目は多くのこと内容の濃いことを聞いて話し
合って質問して終わった。懇親会も大変盛り上がりた
くさんの人と名刺交換した。同友会の仲間たち、また
その場所にいることの出来る自分を誉めてあげたい。
そしてまた、この素敵な会の存在を知らない人たちに

媛同友会の報告を聞き、条例づくりは同友会活動を行
政と良好にすすめていくためのものと考えていた自分
が大変な間違いをしていたと思いました。地元に根付
いた中小企業にとって地元の人達から選ばれる企業に
なるために人づくりを実践する。その為には条例はモ
ノサシになると知り、唖然としました。更に未来デザ
インゲームの存在、とにかく驚きの３時間でした。
　九州内の同友会の活動にもまだまだばらつきがある
ことも分かりましたし、長崎の会員さんにも、もっと
もっと気付いていただきたいことも分かりましたし、
自分の役割も再認識できました。来年はさらに中同協
役員研修会と合わせて大村で開催されます。気を引き
締めなければと考えさせられました。

経営労働委員長　宇土　敏郎

　今回初めて、参加させていただきました。以前から
「もっとも同友会の活動意義がわかる会」と聞き及んで
いましたが、驚きと感動と考えさせられた２日間でし
た。まず問題提起、最初から同友会に入った目的を考
えさせられました。活動の意義、歴史、心構えを再認
識させられました。
　次の事例報告で経営指針、条例と共同求人、仲間作
りと柱となる活動の取り組みが報告され、その後のグ
ループディスカッションが流石役員さんたちでした。
話の内容が深く、問題意識も高く、驚きの活動実績も
出て来て、あっという間に過ぎました。
　しかし、２日目に更なる驚きが待っていました。愛

　地域づくりは、福岡同友会 有田さんが話された。
筑後には５つの市があり地域づくりとして条例づくり
をされて、行政とアポイントメントがとりやすくなっ
たそうだ。そして、行政から相談を受けるようになり
同友会が、地域づくりに携わっているとの事だった。
　地元大学の求人活動として、地元に雇用を作らない
といけないと思いつつも、地元には受け皿がなく、大
学側も中小企業と一緒になって地元に就職したい学生
を支援したいとの事だった。
　同友会づくりについては、沖縄同友会の真栄田さん
が話された。
・同友会に入会はしているけど、例会に来ない人は、
　来てもらえるにはどうしたらよいか？
・返信率１００％を達成するにはどうしたらよいか？
・出席しない人は、何か理由があるのか？
などの質問があった。その議論で盛り上がったが、答
えはなかなか出なかったので、各自の宿題となった。

諫早支部　石橋　ゆかり

　開会の挨拶が終わると中同協副会長の中村高明さん
が問題提起をされた。
　役員会の時は、お互いの企業の話をして膝を割って
話せるのが同友会ではないか、など経営者にとってや
はり同友会が不可欠であると話された。
　「Ｙｅｓ、Ｂｕｔ、Ｆｉｇｈｔ」
これは、「社員に対して、認めてあげる、しかし、頑
張って」という意味で、大事な事の一つだそうだ。同
友会での学びを自社に取り入れて企業が益々発展して
いけるようにしたいとの事でした。
　次に各県の事例報告。宮田さんは、大村市で漬物を
製造している。年に３回会社の経営理念をパートや社
員に説明をして社員の幸せを目指して、日々努力して
いる。安心して働ける会社、仕事を通じて世の中の役
に立つという信念を掲げ、社員、パートが自分の好き
な時に有給が取れる会社にしたいとの事であった。
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がまた感動いたしました。
 
同友会づくり・・・沖縄同友会　真栄田さん　
　２０２０年、目標１５００名。１０００名を超えた
ら、行政・銀行から注目されるようになった。
　例えで「同友会は道場」と話された。そこの門下生。
経営談義、数字など。沖縄の発展に繋げるには会員数
を増やし、また異業種交流をする意義がある。経営者
だったら本気で勉強しませんか？と問えば、入会する。
　仲間づくりは自社の発展につながり、同友会の活動
の中から言っている事とやっている事の違いが見え
る。同友会できちんと経営を学び続ける。
　仲間づくりの意義をわかりやすく説明していただい
たと思いました。
 
グループディスカッション
　私のグループには、佐賀大学教授もいらっしゃって
いて、また、福岡同友会代表理事、報告者の真栄田さ
ん、尾崎佐世保支部長とで快活なディスカッションと
なりました。経営計画発表会はやっておられるところ
は、会場を設けて発表されるところと、自社でされる
ところがある理由を聞きました。会場を借りてやってい
たが社員の自主性が見えてきたので自社でしていると
のお話しがあり、そこまでいければいいと思いました。
　不離一体を自社でどう実践していくか、また、役員
として運動のために支部でどう連携していくか。とい
うテーマでした。グループの方々は経営計画、理念、
指針の大切さから、同友会の仲間づくりとはの会話か
ら、不離一体とは同友会での気づき、勉強をもとに実
践しまた、同時に同友会を発展させていくことの意義
と重なることを学びました。
　それぞれ、悩みが交差しましたが、人材は共同求人、
経営計画、指針づくりなどは勉強会、そして、学んだ
ことは実践していき、同友会から、同友会へも落とし
込んで仲間で解決していくという姿勢が一番正しいこ
と私は再認識いたしました。良い機会を与えていただ
き感謝申し上げます。

諫早支部　杉本　誠二郎

　佐賀同友会会員の皆様の歓迎の中、同友会の意気込
みを感じずつ、２６日のみの出席しかできませんでし
たが、有意義な役員研修交流会でした。

問題提起・・・中村中同協副会長
　「同友会運動と企業経営は不離一体」を話され、同友
会の歴史、同友会の目指すところ、労使見解の大切さ
など原点に立ち戻り同友会づくり、自社づくりに邁進
する姿勢を再認識しました。また、仲間づくりは「量
は質を保証し、質は量を保証する」という言葉に感動
を覚え、各県の全企業数の１０％の組織率を超えると
露出率が高まることは実感でした。はっきりとした数
の目標、やはり、そうでした。前仲間づくり委員長（私）
の時にこの事を深く会員の皆様が目標として認識され
たら、悩む必要はなく、言い訳はいらない行動になっ
ていたと反省いたしました。不離一体の意義、前輪後
輪の意味を頭に叩きこみました。もう少しお話しを聞
きたかったと思いながらの感動でした。
 
企業づくり・・・長崎同友会　宮田さんの報告。
　何度も報告をお聴きしていますが、毎回、納得さ
せられます。求人を出したらすぐに集まった時期と
今は集まらない。障がい者を雇用されリズムを構築、
社員さんのご協力あり。そして、社員の方々へ年間
３００万円のを売上を増さないと急な休みなどに対応
できない、１７名→２０名増員を維持できないという
意識付けをなされている。パートの方々の高齢化。な
かなか退社されないという素晴らしい会社ですが、若
返りが大切との課題も話されていました。
 
同友会づくり・・・福岡同友会　有田さんの報告。
　条例制定運動の報告でした。筑豊地区には５つの市
があり、未制定は残り１市のみとの勢いあり。任され
たのはいいが、訳がわからず無我夢中。説明会を開催
するも行政は中身は知らない。また、商工会議所は同
友会は勝手にしてとの考え。ただ、続けていくうちに、
行政の方から同友会へ相談にくるようになった。また
地元に雇用をつくる。受け皿がない。求人するも学校
側も中小企業を知るすべがなかった。求人をだしても
振り向かない理由がだんだんわかった。
　福利厚生がちゃんとしていて、毎月ある程度の給与
を確保。それが出来ている企業なのかどうか ? 自社の
ためだけに求人をしていたのではないかとの気付き。
初任給は他のところより高めにしたら面接が増えたと
いう言葉が印象的でした。また、タイの感動ＣＭ映像
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心を動かしたと感じます。特に専務理事の鎌田さんが
病気を患いながらも自分の信念を曲げずに知恵をふり
しぼり行動していく姿勢には、人間の生き様というも
のを感じました。
　また、条例制定・推進運動の価値として、条例は地
域社会の人たちが、ブラック企業と地域社会の維持発
展になくてはならない企業とを見分ける評価基準とな
り、条例運動が進めば、地域社会が中小企業を評価す
る力をもつという点があります。よって、我々は今ま
で以上に「人を生かす経営の総合実践」を率先して行わ
なければなりません。よって、同友会運動の延長線上
に条例運動があり、「よい経営環境」をつくるべく同友
会運動の最高到達点が条例運動であるという認識を今
まで以上にもたなければならないとのことです。
　今まで、条例運動においては、正直報告を聴いても
あまり理解ができず、条例運動から逃げている自分が
いましたが、今回の報告により、条例づくりの重要性
と条例運動のすべては同友会の運動に繋がっていく
ものだということを学びました。我々の支部におい
ても、条例づくり運動の機運を高め、今後取組みを今
まで以上に推進していきたいと思います。

佐世保支部　尾崎　彰宣

　今回の研修２日目に、愛媛同友会が取り組んでいる
条例づくりの報告がありました。具体的な取組みや何
のために条例制定・推進運動を進めているのかが主な
内容でした。 
　これまでの条例づくりの事例と異なることは、愛媛
同友会が教育に着目したことです。日本は、戦前戦後
を通して、大企業志向や安定志向に偏った職業観が植
え付けられています。中小企業並びに地域の発展にお
いて、この職業観を変える教育が必要と感じ、中小企
業団体として全国で初めて、松山市の中学校での職場
体験実習を行い、また大学とのインターンシップなど
も実施されてきました。また、条例に基づく円卓会議
の中に同友会が担当する「人育ち応演部会」が設置され
その成果として、「未来デザインゲーム」というテキス
トが学校で使われるようになっています。そこには、
同友会の力だけでなく、産学官 + 民の連携があって
からこそ、成し得たものでした。しかしながら、それ
までの道のりは、決して平坦なものではなく、報告さ
れた３人の同友会メンバーの本気さが産学官 + 民の

でこなし、条例問題に取り組む。また、役員は、事務
局がそうせざるを得ない状態にしなければならない」
とも述べられました。確かに、覚悟を決めて取り組ま
なければ、日々の業務に追われてしまい、一年はあっ
と言う間です。事務局としても目標設定を明確にして、
視野を広げると同時に一歩ずつ着実に業務に邁進して
いかなければと改めて思いました。
　「何のための同友会なのか！？」と、役員の皆さんを
中心として全会員の皆さんが日々真剣に本気で問いか
け合えば、同友会運動が格段に拡がり前進することは
間違いないと思います。本業あっての同友会であるこ
とには違いありませんが、「同友会運動と企業経営は
不離一体！」、足元を見つめ直し、同友会運動に取り
組むことで、自社が発展し、それがさらには地域貢献
に繋がるという訳です。ぜひ、会員の皆さんにはこの
テーマを深堀りしていただきたいと思います。
　３年振りとなりましたが、参加させていただき本当
にありがとうございました。

事務局　山田　幸司

　「毎回思いますが、全国大会・交流会の中でも、こ
れほど質の高い研修会はないですよね」と同グループ
の皆さん誰もが口を揃えて述べられていました。それ
は、高い次元で共通認識を持つ役員の皆さんの集まり
だからこそだと思います。
　全ては「人」。同友会運動は、「労使見解」を核として
今日まで形成されて来たのは周知の事実です。
　愛媛同友会専務理事の鎌田さんは、「条例運動は、
約６０年における同友会運動の最高の到達点」、また、

「条例は、同友会運動の総合実践」と述べられました。
同友会運動の延長線上に条例運動があるという認識を
持つことが大切だということです。
　また、同友会運動に関して、「支部長は『支部』だけ
でなく、理事として『県』に見識を持つ。代表理事は、

『県』だけでなく、中同協幹事として『全国』に見識を持
つ必要性がある。」とも強調されていました。
　企業にあてはめれば、「経営者は自社と業界に見識
を持つ。幹部社員は自社の経営に見識を持つ。社員は
仕事に見識を持つ。」ということです。地域に根ざし、
地域に必要とされる企業となるべく、各人が一段上か
らの視点でものごとの本質を捉えれば、自ずと主体者
となるということです。
　そして事務局に対しても、「一年の仕事を１０ヶ月
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中同協 中小企業憲章・条例推進月間キックオフ集会および総括会議 参加報告

開催日時：6 月 7 日（火）　13 時〜17 時　場所：衆議院第一議員会館  大会議室

に基づく中小企業政策の具体化」と題しての講演、そ
の後連携を図る、日本商工会議所、全国中小企業団体
中央会、全国商工会連合会、全国商店街振興組合連合
会の４つの団体の取り組みが報告された。
　そして、実践事例として、岩手同友会と愛媛同友会
からそれぞれ報告があった。特に愛媛同友会の「中小
企業振興基本条例制定とその後の運用について」はた
いへん参考になる事例で、今後さらに情報収集し、長
崎でも活かしていければと考えている。
　第二部は、「中小企業憲章の具現化について」→各党
の衆参国会議員からの発言と続く。経済産業委員会の
メンバーを中心に、衆議院議員から１４名、参議院議
員から４名の発言があった。今回は、国会閉幕後で次
の参議院議員選挙前ということで、参議院議員の先生
方は、多くが地元に張り付いているようで、参加が少
なかったようだ。その中で、地元長崎県からは、衆議
院議員 髙木義明 民進党副代表、衆議院議員 北村誠吾
ＴＰＰ特別委員会委員、参議院議員 古賀友一郎 自民
党参議院副幹事長の３名が参加された。
　最後は、総括会議。全国の同友会からそれぞれの取
り組み等報告があり、長崎同友会としては、７月に予
定している長崎県産業労働部との意見交換会を、今回
は共育委員会と連携して、「人」をテーマに開催するこ
となどを報告した。
　終了後の九州・沖縄ブロックからの参加者との懇親
会も盛り上がり、たいへん有意義な時間となった。

政策委員長　宮田　正一

　羽田空港からモノレールで浜松町、山手線で一駅の
新橋、蒸気機関車のある公園あたりからタクシーで
７３０円、千代田区永田町、威厳のある国会議事堂を
過ぎると、目的の衆議院第一議員会館に着いた。
　２０１０年６月１８日、民主党政権時代に閣議決定
された「中小企業憲章」、この進捗状況を国政の場で検
証し、国会議員の認識を深め、閣議決定からさらに国
会決議の実現への推進力とすることを目的として、こ
のキックオフ集会が開催され、昨年に続き参加した。
　併せて、本集会は、「中小企業憲章・条例推進月間」
のスタートを宣言する取り組みと位置づけ、全国の同
友会に憲章・条例推進運動を呼びかけ、またその具体
化のため、他の経済団体との連携を深める場でもある。
　第一部では、中同協から主催者挨拶、趣旨説明に続
き、豊永厚志中小企業庁長官の「中小企業憲章の理念

会議・振興会議）ことが必要かと思います。長崎では
大村、松浦、平戸、県に条例が制定されており、うち
大村、松浦には振興会議が明文化されています。条例
を実効性あるものにするため、再度その必要性を会全
体の運動としてとらえる必要があると思います。先日
の九州・沖縄ブロックの研修会でもありましたが地域
を「プロデュース」する力が問われています。中同協広
浜幹事長は最後に、「この憲章・条例運動を推進して
きた、また三つの目的を総合実践している同友会だか
らこそ、この活動を展開する使命感を持つべき」とま
とめられました。自分ごととしてとらえ中長期的な視
野を持ち、今からできること、今だから取り組むべき
ことの優選順位をつけ運動に関わっていきたいと思い
ます。

事務局次長　峰　圭太

　中小企業憲章が閣議決定され、第６回目となる今回
のキックオフ集会は例年通り中小企業庁長官や商工４
団体からの事例報告、同友会から実践事例報告があり
ました。また与党、野党の時間に分かれ各国会議員の
方からも挨拶をいただき、あらためて憲章の理念を条
例に生かし、企業づくり、地域づくり、同友会づくり
を確認した集会でした。
　総括会議では各県の取り組み事例が報告されあらた
めてなぜ地域に条例が必要なのか確認しました。今後
の展開としては条例制定後具体的にどのように施策に
反映させていくか、がカギになるかと思います。その
ためにも地域にとって何が課題なのかを科学的に明ら
かにし（調査）、しっかりと議論する場をつくる（円卓
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九州・沖縄ブロック代表者会議 及び 中同協 第５回幹事会 参加報告

第１９回 女性経営者全国交流会 in 旭川 参加報告

開催日：6 月 8 日（水）　会場：ＴＫＰ市ヶ谷カンファレンスセンター

開催日：6 月 16・17 日（木・金）　会場：旭川市大雪クリスタルホール・旭川市神楽公民館

グループディスカッションを行いました。討論時間が
短く、深める内容までは行きませんでしたが、各地の
青年部の動きや在り方等情報交換の場となりました。
　将来の各地同友会をけん引する若手経営者（後継者）
の活動は、ブロックごとに青年部の大会が催されるな
ど年々活発になってきていいます。そのような中、親
会（本会と呼ぶ同友会もあるようです）との関わりや決
議の流れなど活動を阻害することなく応援・支援する
体制や仕組みが必要という議論がなされました。
　長崎同友会の青年経営者会は３０年の歴史を持ち、
多数の卒業生、現在の会員さんも在籍しています。他
県同様、将来の長崎同友会をけん引する若手経営者の
方々が更なる学びと交流が深まるよう、その活動に積
極的に関わっていきたいと思います。私自身、青年経
営者会と同年代です。これから共に歳を重ねること
になりますのでお互いに切磋琢磨していきたいと思
います。

（文責　事務局　峰　圭太）

　午前中、九州・沖縄ブロックの代表者会議を経て、
午後から中同協第５回幹事会に参加いたしました。経
過報告や各審議事項と議事が進み、各地の状況や専門
委員会の動きなどが確認されました。中同協の定時総
会前、最後の幹事会となりますので最終の議案、予算
などの審議も滞りない進行でした。
　後半部分では青年部連絡会および各地の青年部（長
崎では青年経営者会という名称）の取り組みについて

す。１９７３年に女性部会
が立ち上がった当初は、懇
親会の楽しさだけの「同友
会ごっこ」でしたと報告さ
れたのにはインパクトがあ
りました。
　１９７６年学びのある部
会へと改めようとした時に
経営指針、理念が大切だと
気づかれ、経営指針は社長
が作るものでは？経営者夫

人、社員にも必要？という声もあり、まずここから必
要性をしっかり理解していこうと、女性だけのわかり
やすい経営指針セミナーの開催に至ったそうです。今
回はそのセミナーを受ける前の会社の状況と変化を売
上業績の数字レベルでのグラフにした赤裸々な３社の
報告でした。
　川野登美子さんは、経営指針セミナーを受講して、
まず自らが変わらなきゃ、と家族役員から経営の方向

長崎浦上支部　金田　昭子

　広島同友会の女性部会は「女性のための女性だけの
経営指針成文化セミナー」を開催されていました。そ
の受講者は経営者本人や経営者夫人、経営幹部とさま
ざまな立場の方だそうですが、自社を何とかしたいと
いう思いは共通、「自分が変わる覚悟」「社員と共に歩
む姿勢」など、果たすべき役割を学ばれているそうで

見えてきた、私たちの役割  変わらなきゃ！

川野登美子　氏（株）かわの　相談役
広島同友会　女性部会担当理事

船田千代美　氏（有）広島ピーエス　取締役
広島同友会

岡本　昌代　氏（株）明販広島東　専務取締役
広島同友会　広島 4 支部　女性部会副会長

村井　由香　氏（株）キャピタルコーポレーション  代表取締役
広島同友会　広島 4 支部　女性部会副会長

第６分科会
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井由香さんが座長として、質問形式で３社の体験を赤
裸々に引き出していくスタイルでした。
　グループディスカッションも本音が飛び出し、全国
各地の女性部会の取り組みや、女性ならではの社内の
役割について、何をどのように変えようとしているの
か、変えなければいけないのかについて熱いディス
カッションとなりました。
　懇親会は大雪ホールで北海道同友会メンバー自らが
もてなす出店形式で北のおもてなしは大盛況でした。

性を１つにということで、早朝のパジャマ会議をされ
て、訪問販売からショールーム展開に業態改革をされ
て業績アップを成功されました。
　岡本昌代さんは問題は人材育成だと、まず社員との
気持ち合わせが大切と、経営指針の発表会を続け、サ
イクルとなり大きく進化されてきたそうです。
　船田千代美さんは、現場で指示する職人気質の父か
ら承継した会社を、経営指針書を社内チームとなって
作成し、みんなで作った社旗を掲げることで意識共有
をはかり会社が大きく１つにまとまったそうです。村

　２日目は（株）クリエイティブオフィスキュー　鈴井
さんの記念講演でした。創業２４年を迎え、今や全国
的に活躍する個性派俳優（鈴井貴之、大泉洋ら）を要す
る芸能プロダクションに成長。近年では食や観光など
北海道の魅力を映像を通じて全国に伝えたいという思
いから、映画「しあわせのパン」「ぶどうのなみだ」を
企画しました。
　映画製作のきっかけとなったのは、このまま北海道
だけで活動を続けてもスキルアップができないという
危機感から東京進出をしたことでした。東京で仕事を
するにつれ、北海道の良さを東京の人から教えてもら
い、「北海道はすごいんだ、伸びしろがあるんだ」とい
うことに気付きます。
　そこで北海道の良さを発信していくために映画を製
作、ロケ地だけでなく、食べ物や小物に至るまでメイ
ドイン北海道にこだわった映画となりました。
　地域によって様々な課題がありますが、自分たちが
まず幸せに、そして地域の人を幸せにするという気持
ちが根底にあるとブレずに行動することができること
を今回の講演より学びました。また、地域の中で話を
するとヒントがあり、特に移住者は自分たちの土地の
気付いていない良さを教えてもらうことができるとい
うことが非常に印象に残った講演でした。
　学びが多い２日間でした。参加させていただきあり
がとうございました。

事務局　田口　友廣

　小松さんは子育てをしな
がら働きたいという思いを
実現するために、同じ境遇
にあった主婦３人で起業。
ベビーシッターの業務を始
めました。
　経営者であれば市場変
化・業界の動向・外部環境
が気になりますが、小松さ

んは現場から生まれる声、社員からの「あったらいい
な」に耳を傾けてきました。
　起業後は子育てしながら短時間で働ける仕事という
ことで同じ境遇の方も多く集まりました。
　しかし子供の成長など社員の状況変化とともに、
様々な働き方の要望がでてきました。小松さんはそ
の声に応えるため、新たな仕事づくりや組織づくり
に取り組み、社員の「あったらいいな」を解決する度
に仕事が増え、組織の仕組みもどんどん変わってい
きました。
　また働き方の要望だけでなく、現場から生まれる
アイディアも多く、その声を聞き新たなサービスを
生み出すたびに組織が強く大きくなり、３名の主婦
が始めたコマームは今や社員数２７０名の会社にな
りました。
　大手にはマーケティング力では敵わないけれど、
内側の声をきくことで組織を強く大きく、そして市
場を先取りすることができるというお話をいただき
ました。

現場から生まれたイノベーション
内なる変化が市場を先取りした！

小松　君恵　氏（株）コマーム　代表取締役
埼玉同友会　理事

第５分科会
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　難」の割合が過去と比較しても抜きん出ている
・現在取り組んでいる重点項目は「新規顧客の開拓」 
　「人材確保」「人材育成（共育）」と続き、これからの
　重点項目は「人材育成（共育）」「人材確保」「新規顧
　客の開拓」と続いている。同時に「営業力強化」「新
　商品・新製品・新サービスの開発」もほぼ同じ割合
　かつ、高い数字がでていることから、営業力を強化
　するための社員の共育不足あるいは確保難、新商品
　や新製品の開発を行いたいものの、関わる人材の共
　育まで及んでいない、あるいは人材が不足している
　と考えられる
・本調査から開始した人材に関わる回答の傾向として
　「中堅・幹部候補社員の共育」「社員の高齢化」「中
　途採用難」が上位にきていることから、社員の高齢
　化に伴い、既存中堅、幹部候補社員の共育を検討す
　るもののその方法いついて悩み、また即戦力として
　の中途採用にも苦戦していると推測される
・社員数に関して、経営者一人で社員（パート・アル
　バイト含む）がいない企業もあり、かつ全社員数が
　２０名未満の企業が全体の７割を占めている

（文責　事務局　峰　圭太）

　２０１５年度から開始した長崎同友会の景況調査も
第４回目を終えました。今回から「人」に関する設問を
増やし、各会員企業の経営課題に関して今までよりも
少し掘り下げた内容に変更しました。過去３回と比較
し、回答数も２００を超えより具体的な数値に近付い
たと思います。今後この調査を継続していくことで前
期との比較等を行い、定点観測から課題抽出、施策提
言へと繋げていくことができればと思いますので、引
き続き回答へのご協力をよろしくお願いいたします。
　下記簡易的ではありますが傾向を記します。
・第３回１４３回答と今回２１０回答を比較し、業
　種、本社所在地の割合は大きな変動はない
・年商に関して、過去の調査と大きな変化はない 
　が３億円以下の企業が全体の７５％を占めている。
　５千万円以下の企業が２５％、５千万円～１億円が
　２５％、１億円～３億円企業が２５％
・資金繰りに関して、普通という回答が５０％、余
　裕、やや余裕が２５％、窮屈、やや窮屈が２５％
　を占める形となっている
・本調査期間における経営上の問題点に関して、上位
　は過去と同様に「人材獲得難」「民間需要の停滞」「同
　業者間の価格競争激化」「社員不足」「仕入れ単価の
　上昇」があがっているものの、群をぬいて「人材獲得

第４回 景況調査 結果報告



瀧川　隆　会員（長崎出島支部）
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＜役員を含む正規社員数＞

0人 1～9人 10～19人 20～29人 30～39人
11 122 34 16 8

5.2% 58.1% 16.2% 7.6% 3.8%
40～49人 50～59人 60～69人 70～79人 80～89人

5 2 1 2 3
2.4% 1.0% 0.5% 1.0% 1.4%

90～99人 100～199人 200人～
0 4 2

0.0% 1.9% 1.0%

2015年10～12月期と比べて 2015年1～3月期と比べて 2015年4～6月期と比べて

売上高
増加 横ばい 減少 増加 横ばい 減少 増加 横ばい 減少

30.10% 52.40% 17.50% 30.10% 51.50% 18.50% 27.20% 52.90% 19.90%

経常利益
好転 横ばい 悪化 好転 横ばい 悪化 好転 横ばい 悪化

23.80% 59.70% 16.50% 23.80% 57.30% 18.90% 20.90% 59.20% 19.90%

業況判断
好転 横ばい 悪化 好転 横ばい 悪化 好転 横ばい 悪化

18.00% 62.10% 19.90% 16.50% 64.60% 18.90% 15.50% 63.10% 21.40%

＜景況感＞

＜派遣、契約社員を含む臨時・パート・アルバイト数＞

0人 1～9人 10～19人 20～29人 30～39人
68 108 11 4 4

32.4% 51.4% 5.2% 1.9% 1.9%
40～49人 50～59人 60～69人 70～79人 80～89人

4 2 2 2 2
1.9% 1.0% 1.0% 1.0% 1.0%

90～99人 100～199人 200人～
0 3 0

0.0% 1.4% 0.0%

＜全社員数（正規＋パート・アルバイト）＞

0人 1～9人 10～19人 20～29人 30～39人
7 97 47 19 12

3.3% 46.2% 22.4% 9.0% 5.7%
40～49人 50～59人 60～69人 70～79人 80～89人

4 5 2 2 2
1.9% 2.4% 1.0% 1.0% 1.0%

90～99人 100～199人 200人～ 300人～
2 2 8 3

1.0% 1.0% 3.8% 1.4%
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プライアント（株）（佐世保支部 橋口会員）経営計画発表会 参加報告

開催日：6 月 10 日（金）　会場：九十九島  ベイサイド＆リゾート  フラッグス

れる姿、そして、その姿を温かく見守る経営陣に深く
感動致しました。
　中でも社員の方が「規律と自由が両立する会社」と誇

１.（株）長崎地研　村山　隆之

　今回一番感じたことは、橋口さんの余裕に満ちた発
表態度です。安定感が増した話し方、表情等、今まで
以上に素晴らしい経営者になったと感じました。経営
計画書も、社内のカイゼンを行い、更にレベルアップ
するシステムを考え、文章化しているすばらしいもの
でした。また、社員一人ひとりに光を当て、個人発表
は計画書に書いているものを読むのではなく自分の考
え意見を発表するものであり、大変良かったと思いま
す。毎年レベルアップしていくプライアント（株）、来
年の発表会が楽しみです。ガンバレ橋口久社長！

２. 村上彫刻　村上　敦子

　素晴らしい発表会でした！！社員の皆さん一人ひと
りが明確な目標・ビジョンを持ち、活き活きと発表さ

佐世保支部 第1回 交流イベント 開催報告

開催日：5 月 29 日（日）　会場：長崎浪漫工房

　今回は、ウィンナー作
り体験教室「自分で作っ
たオリジナルウィンナー
を食べよう。」ということ
で、日本ハム川棚工場（長
崎浪漫工房）に娘と一緒
に参加しました。
　出来立てのウインナー
は本当においしく、とて
も楽しい体験で娘も大喜
びでした。仕事、経営の

事を学べて、おまけに楽しい交流イベントもあり、同
友会って最高です。
　先日の例会にも、オブザーバーとしてご参加いただ
いた方と帰りはご一緒しましたが、「先日初めての参
加で緊張していましたが、皆さん良い方ばかりで仕事
面でもすごく刺激を受けました。こんなに楽しい会は
初めてです！！」とおしゃっていました。
　本当にたくさんの出会いに感謝です。もっともっと、
同友の輪が拡がりますように…
　片桐イベント部会長、今日は有難うございました！

（文責　村上　敦子）
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熊本同友会経営理念入門塾（佐世保支部 村上 敦子会員 報告）参加報告

開催日：6 月 21 日（水）　会場：ホテル熊本テルサ

上さんの、先入観を持たず、素直に学び即実践する姿
勢に改めて胸が熱くなるような感覚を覚えました。指
針書作りに限ったことではありませんが、物事に取り
組む際に何かと理屈を求め、座学による理論武装を求
め、結局目的地に到達する前に息切れするようなケー
スが我々には多いような気がします。彼女の行動は、

「百の理論より、一つの実践」という言葉を実証してい
ます。
　グループ発表である女性会員さんが、「私は、ずっ
と悩んできた。今日の村上さんの報告を聞いて本当に
良かった」と時々声を詰まらせ、涙をこらえながら話
をされました。お世辞にも上手なグループ発表ではあ
りませんでしたが、そんな会員さんが、一人いたとい
うだけでも、村上さんの報告は大成功だった思います。

（文責　山領　進）

　佐世保支部会員１４名、島原支部１名で参加して
きました。報告者は我らが佐世保支部 村上敦子さん
です。
　早めに会場入りし、たまたま会場設営の様子を見た
のですが、ホテル側にきちんと指示がしてあり、ホテ
ルのスタッフが手際よく設営をしているのに感心させ
られました。手作りのステージ看板、報告者懸垂幕が
掲げられ、受付には、グループ分け、グループ長など
を明記した名簿、テーブルプランも、フォーラム並み
に用意してあり、主催委員会と、事務局の連携の良さ
を強く印象付けられました。
　村上さんの報告は、佐世保支部例会時より更にブ
ラッシュアップされ、経営指針書の意義、同友会の活
かし方などがよく伝わり、これから指針書作りに取り
組もうと思っている人の心に響く内容でした。熊本同
友会の代表理事も絶賛しておられました。私自身も村

くまとまっていると思います。この取り組みが「自分
の子どもを入れたい会社」に必ずつながると思います。
社員さんが羨ましい限りです。ありがとうございまし
た。また、新たな目標となる企業として広めていきま
す。

らしげに発表している姿が印象的でした。プライアン
ト（株）が右肩上がりに成長されているのは、こういっ
た環境作りに取り組んでいらっしゃる橋口さんの努力
の結果だと思います。こんなにも素晴らしい経営計画
発表会の司会をさせていただき、本当に有難うござい
ました！！

３. チェンジコンサルティング（同）　宇土　敏郎

　今回初めての参加でしたが、２期分の経営計画書が
有りましたので、昨年より大きく変化されていること
が分かりました。特に理念の変更という根底部分の変
化は経営者の思いと会社の成長度とが良く解りとても
素晴らしいと思います。また、発表会の進め方に昨年
度の振り返りが盛り込まれているのは社員さんも確認
できたのではと思います。特に新たな取組みの「カイ
ゼン」はコツコツ少しずつ広がっていることが素晴ら
しいと思います。今期の目標については、具体的でよ
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長崎県地域経済構造分析に関する講演会 参加報告

開催日：5 月 19 日（木）　テーマ：地方創生に活かす地域経済構造分析

報告者：岡山大学  経済学部  大学院社会文化科学研究科  中村  良平 氏

に伝えることの重要性も認識しています。政治色を持
たない同友会ですが、政治には興味を持ち地元経済を
支える中小企業がさらに活躍できる場面を創ることが
できるよう、今後も学んでいきたいと思います。

（文責　事務局　峰　圭太）

　「地域経済構造分析」とは地域経済の歯車を読み解
き、空回りをなくすことという意味を持ち、この経済
構造分析を地方創生に活かすという内容のセミナーで
した。
　長崎市、佐世保市という単独のマーケットでものを
みるのではなく、「圏域」として隣接する市町村にどれ
ほどの常住就業者数があるのか、つながりを見るため
に地域産業連関表を用いて「どれだけ、誰から、どこ
から購入したか」「どれだけ、誰に、どこへ販売したか」
などを分析することも一つの視点だということでした

（図参照）。
　今回、長崎県企画振興部によるセミナーでしたが、
今後地方創生の施策においてこのような着眼点で進め
る可能性もあるのではないかと思います。政策へ反映
するための根拠として様々なデータの活用があるかと
思いますが、長崎同友会としてはこのような科学的な
根拠とともに、各行政との意見交換会等を重ね、また
条例制定運動の推進を通して中小企業の生の声を行政

一億総活躍時代の経営戦略セミナー 参加報告

開催日：6 月 15 日（月）　会場：長崎県勤労福祉会館

テーマ：一億総活躍時代の経営戦略　〜ワーク・ライフ・バランスが、なぜ注目されるのか〜

報告者：クラスペディア  代表  吉岡  和佳子 氏

が以下５点です。①介護予防と事前の準備、情報収集
②親の状態を把握し、価値観を共有する ③家族の協
力と外部サービスを活用→特定の人が抱え込まない体
制を ④働き方、そのものを見直す！ そして ⑤介護休
業（法定９３日）をどう生かすかが重要であるというこ
とでした。
　企業として実践するための小さな工夫として、①優
先順位を決め、適正時間で終わらせる ②スキマ時間
の活用 ③スモールゴール設定で「締切効果」を狙う　
④ダラダラ会議はやめる ⑤業務の見直し…無駄を省
く、マニュアル化、整理整頓、一人で抱え込まないｅ
ｔｃ ⑥完璧主義・過剰品質のワナに陥らない、特に
三大時間泥棒と言われる「会議・メール・資料作成」の
改善が効果的ということでした。
　最後に地元のサポート体制として長崎県での取り組
み（雇用労働政策課）や国の助成金（厚生労働省／長崎
労働局）もありますので、ぜひ利用くださいというこ

　現在、各企業には「人材が集まらない」「若手や女性
が育たずに辞めていく」等の悩みが尽きない現状があ
ります。そして今後は男性の介護離職が、一層深刻化。
２４時間、元気に働ける人材は、もはや少数派となる
時代になります。
　そこで「ワーク・ライフ・バランス」といった仕事と
生活の調和を考えることが重要になっています。これ
は仕事か生活か天秤にかけることではなく、混然一体
と調和が取れている状態を表し、本来の意味はワーク
とライフの触発・相乗効果を狙うものです。
　具体的なには「成果を出して、定時に帰る」→「時間
あたり生産性アップ」→「日々の着実な自己成長・達成
感」→「仕事以外の時間が増える」→「ライフでの自己研
鑚・経験が、ワークでの付加価値形成にも生かされ評
価につながる」→「多様な人材が活躍、強い組織に」と
いった好循環のサイクルが見込めます。
　また、今後問題となる介護と仕事の両立のポイント

資料：長崎県地域経済構造分析に関する講演会
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えできるように準備を進めてまいります。
（文責　事務局　田口　友廣）

とでした。
　今後も新たな情報が入りましたら会員の皆様にお伝

開催日：6 月 22 日（水）　会場：長崎ブリックホール　テーマ：平成 28 年度雇用関係各種助成金等説明会

正しい情報と申請までのスケジュールを理解し、各企
業経営に役に立つ助成金の選択をぜひお願いします。
詳しくは厚生労働省のＨＰ（「雇用関係助成金」で検索）
をご覧ください。
　また当日の資料を３部いただきましたのでご興味が
ある方はぜひ事務局までお問い合わせください。

（文責　事務局　峰　圭太）

　各企業にとって有意義な情報と経営環境に合う助成
金を活用することが望ましいと思います。今回雇用関
係各種助成金の説明会に参加し、あらためてその数が
多いことがわかりました。トライアル雇用、特定求職
者雇用開発助成金、高齢者雇用安定助成金など雇用す
る方の状況に応じて企業経営に合った助成金があるか
と思います。しかしながらその申請や審査はご存知の
ように容易なことではないかと思います。しっかりと

雇用関係各種助成金等説明会 開催報告

長崎新聞  ６月２９日
長崎浦上支部　山下　修一  会員

長崎新聞  ６月２３日
島原支部　内島　範喜  会員
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　また勝本さんのお母様も糖尿病で食事に困っている
様子を見ていたため、身近にも必要な人がいるし今後
五島には必要な事業になるのでは？と思ったそうで
す。ただ、高齢者向けの食事というと塩分控えめのた
め、薄味で不評なことが多いのですが、五島で試食会
を開いたところ、出汁をしっかりときかせた食材で大
変美味しいという高齢者の反応を実際目の当たりに
し、新たな事業として取り組むことを決意しました。
　やると決めてから店舗のオープンまでに３ヶ月と急
ピッチで準備をすすめ、オープン当初は正直反応が悪
かったものの、１年が経過してやっとお客さんも定
着。これからはさらなる伸びが見込まれるとのことで
した。
 
＜同友会との出会い＞

　以前から同友会という組織があると聞いていた勝本
さんは、五島支部ができる３年前に「五島に支部はな
いのですか？」と知り合いの長崎同友会の会員に聞い
たこともあったそうです。そして忘れていたころに同
友会の五島支部できるらしいよという話を聞き、同友
会を知る会（２回目）に参加。そこで大村支部の宮田
さんの報告を聞いて、初めてどういった会なのかを
知り、「経営の悩みは経営者なら誰しもあると思うが、
同友会なら、支え・力になる学びができるのではない
か」と思い、五島支部のチャーターメンバーとして入
会されました。

 

　五島支部　副支部長  （同）メディアウェブ  勝本  政

裕さんにお話しを伺いました。

＜起業＞

　旧福江市で生まれ育ち、高校卒業後に福岡の大学に
進学します。その後福岡で就職しましたが、あまりに
も素行が悪かった（！？）ため、ある日突然両親が手配
した引っ越し屋さんによって荷物の強制撤去、しぶし
ぶ五島に帰ることになりました。
　五島に戻ってからは、リゾート施設のアルバイトや
紳士服販売店に１５年務めた後に、情報通信業界から
のヘッドハンティングにより転職。しかし、いざ働い
てみるとあまりにも暇だったということで２年余り務
めて退職、このままではいかん！と思い、五島ではま
だライバルも少なく、また、離島にいても商売が拡が
りそうなＩＴ関連での起業を決意しました。
 
＜事業内容＞

　独立直後はＨＰ制作やシステム開発を主としていま
したが、４年前より五島市と協力し教育ＩＣＴ化事業

（電子黒板・タブレットを使った授業）の取り組みを始
めました。また、五島を中心にドローンを使用した空
撮もされ、最近では全国ネットのテレビ番組でもその
映像が使用されたそうです。
　そして１年前より高齢者向けのお弁当宅配事業「宅
配ＣＯＯＫ１２３」を新規事業として立ち上げました。
きっかけは様々な業界のフランチャイズの資料請求を
したところ請求していないはずの資料が届いたことで
す。さらにＦＣ本部より「五島に行きますよ」という連
絡があり、とりあえず会ってみようかという軽い気持
ちで話を聞いたことでした。しかし実際に本部の方と
会ってみると五島に関して高齢者人口の推移や介護業
界の分析・今後の動向といった資料をしっかりと用意
され、驚いたとのことです。

事務局企業訪問 
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と実証していきたい、そして社員が胸を張って働ける
会社にしていきたいと最後に語られました。
　今回は長時間のインタビューありがとうございまし
た。インタビューの中で「子供の頃からパソコンやラ
ジコンが好きで趣味として続けてきたら、趣味も究め
れば仕事になった」と語る勝本さんの仕事観がたいへ
ん印象的でした。そして今度は趣味の釣りも仕事にす
ることを考えてらっしゃるということで、今後の勝本
さんのご活躍がますます楽しみです。
 
＜会社概要＞

　（同）メディアウェブ
　五島市武家屋敷 1 丁目5-35
　TEL：0959-74-1030　FAX：0959-88-9106
　URL：http://mw.gotoshi.net/
 

（文責　事務局　田口　友廣）

＜今後の展望＞

　同友会に入会して２年半経ち、経営理念の必要性を
感じ、経営理念は自社の会社の正解を見つける羅針盤
だと思うようになりました。しかし、現在は２つの事
業が柱としてあり、お弁当宅配事業は地域に対して、
ＩＴ事業は主に企業に対してと、両方の性格が違うた
め経営理念を作ろうとした時に２つの事業を落とし込
む言葉が見つからず、まだ経営理念ができないという
ことでした。
　しかし経営理念はまだありませんが、今回お話しを
うかがう中で勝本さんの胸の中にあるとても熱い想い
に触れ、きっと近い将来に経営理念は完成するのでは
と感じました。どういった経営理念が出来上がるのか
非常に楽しみです。
　また、今後は宅配の食数を伸ばし地域のお客さんを
助けていくこと、ＩＴ事業は五島市にとっては新業種・
新しい可能性なので、五島でもこういう仕事ができる

＜入      会＞

支 部 名 大村支部

氏 名 濵
はまさき

﨑　昇
のぼる

企 業 名 （株）光塗装
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所 〒 856-0018
大村市今富町 485

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-55-7886 Ｆ Ａ Ｘ

業 種 塗装業・飲食業

企 業 Ｐ Ｒ

大村では「ギャッツビー」というダイニングバーを経営してお
ります。ゴルフシミュレーター・カラオケを設置し、ドリン
ク&フードメニューも豊富に取り揃えております。是非ご来
店下さい。

スポンサー 吉尾　明美

支 部 名 島原支部

氏 名 伊
い ふ く

福　賢
けんごう

剛
企 業 名 （有）しまばら保険ＡＧＴ
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所 〒 855-0851
島原市萩原1丁目1230-32

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-63-2676 Ｆ Ａ Ｘ 0957-63-2228

業 種 保険代理業
スポンサー 横田　耕詞

支 部 名 北松浦支部

氏 名 江
え と う

頭　知
ち ひ ろ

裕
企 業 名 L'ECRIN（レクラン）
役 職 名 代表者

企 業 住 所
〒 857-0311
北松浦郡佐々町本田原免
130-2 -102

Ｔ Ｅ Ｌ 0956-76-9512 Ｆ Ａ Ｘ 0956-76-9513

業 種 オーダースーツ販売・貸衣裳業

企 業 Ｐ Ｒ
オーダースーツ・オーダーシャツを作っています。貴方に似
合う最高のスーツを作ります。結婚式衣裳は私に任せてくだ
さい。

スポンサー 立木　良宗

支 部 名 大村支部

氏 名 渡
わたなべ

邉　雅
まさひろ

大
企 業 名 弁護士法人 大村綜合法律事務所
役 職 名 弁護士

企 業 住 所 〒 856-0826
大村市東三城町12-4

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-54-3750 Ｆ Ａ Ｘ 0957-54-3723

業 種 法律事務所

企 業 Ｐ Ｒ みなさんの想いに応えられる弁護士を目指し、日々活動して
おります。お気軽にご相談下さい。

前 会 員 古市　寛

新入会員の皆さんです＜６月入会・交代＞ （敬称略）

＜交      代＞



投稿募集のご案内
DOYU ニュースでは会員の皆様の投稿を募集しております。
企業訪問や支部・地区会等の行事や取り組みなどご紹介下さい。
●文字数／約 500 字
●画像／歓迎します
□掲載／情報広報委員会にて選考
□投稿先／情報広報委員または同友会事務局まで
□メール／ jimu@nagasaki.doyu.jp

　会員企業の皆様で制作されたチラシを広報誌と一緒
に会員に配布するサービスを行っています。
　毎月１０日迄に事務局宛お届け下さい。発送は毎月
１５日〜２０日に行います。支部指定も出来ます。
Ａ４チラシ１枚５円です。Ａ３チラシは２枚分となり
ます。ご利用お待ちしております。

折込サービスのご案内
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８月例会案内
●長崎浦上支部

日 時 8月 24日（水）
会 場 サンプリエール
内 容 納涼例会

●北松浦支部

日 時 8月 25日（木）18：30
会 場 サードベースカフェ
内 容 納涼例会

●長崎出島支部

日 時 8月17日（水）
会 場 サンプリエール
テ ー マ 江戸時代の商人に学ぶ心構え等
報 告 者 （同）ねこのて　サービス提供責任者

　中尾　由花　会員

●諫早支部

日 時 8月17日（水）18：30
会 場 諫早観光ホテル　道具屋
テ ー マ 未定
報 告 者 （株）宮崎電機工業　代表取締役

　宮崎　清紀　氏

●佐世保支部

日 時 8月19 日（金）
会 場 九十九島ベイサイドホテルフラッグス
テ ー マ 納涼例会&同友会を知る会
報 告 者 （株）三好製作所　代表取締役

　三好　幸司　会員（香川同友会）

●島原支部

日 時 8月 23日（火）19：00
会 場 HOTELシーサイド島原
テ ー マ 小規模事業の挑戦

～地域活性の要は個店にアリ！～

報 告 者 炉ばた大和　代表者
　林田　元博　会員

●五島支部

日 時 8月19 日（金）
会 場 未定
内 容 納涼例会

●青年経営者会

日 時 8月 27日（土）
会 場 未定
内 容 サマーイベント

●大村支部

日 時 8月18日（木）18：30
会 場 おおむら夢ファームシュシュ
内 容 家族親睦納涼例会
会員ご家族の皆様へ日頃の感謝の気持ちを込めて、また会員相互の親睦を深める

ことを目的とし納涼例会を開催いたします。

豪華客船のコックだった父が脱サラして始めた小さな居酒屋に開業と同時に入店。

今年の8月8日で24年目に突入しました。地域の仲間達と地域振興に関わりなが

ら、様々なことを学ばせてもらい、自分なりに見聞を広げている途中です。外部

環境や内部環境に振り回されたりもしますが、地域に根差しお客様にご贔屓にし

て頂いてます。経営のことなんて全くわからないのに、地域の仲間達に背中を押

されて同友会に入会いたしました。入会3カ月目のスピード報告で経営理念とか

壮大なビジョンとか語れませんが、これまでの足跡とこれからの自分なりの進み

方をお話しさせていただきます。精一杯頑張りますので、宜しくお願いします。
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７月理事会  議事録  抜粋
７月７日（木）　つくば倶楽部

開会挨拶－松尾代表理事
６月はキックオフ集会等、多くの行事に参加しました。熊
本の復興は進んでいません。もっと応援していかなければ
なりません。自分たちが課題をひとつひとつクリアしてい
きましょう。

仲間づくりについて
－６名の入会、３名の退会、１名の交代、２名の変更を承認

西山仲間づくり委員長総括－
各支部勉強会やセミナーを行い仲間づくりにも取り組んで
いただいています。仲間づくり委員会も各支部の例会に参
加して顔を売り、なぜ仲間づくりが必要なのかを浸透させ
ていきます。そして経営フォーラムを成功させ、そこから
も一気に７００名に近づけましょう。また、プラスワン運
動を浸透させていきましょう。各支部長が役員会でプラス
ワンに手を挙げていただける方を集計して、次の理事会で
ご報告ください。

（松尾代表より）長崎プラスワンをぜひフォーラムまでにご
協力お願いします。きちんとカウントをすることで具体的
な数字も見えてきます。

協議・承認事項
１）第２３回経営フォーラムについて
（前回までの決定事項）
１０月６日（木）シーハットおおむら、記念講演－法政大学
坂本 光司 氏、４分科会、懇親会会場はパークベルズ
テーマ案　「長崎の明日 ( みらい ) を切り拓くのは、人を生
かす経営の実践だ！！」
・組織図
・行程表

 

・各支部動員目標数

（今回提案事項）
・予算案（参加費７，０００円、名刺広告２，０００円× 
　１３３口）　

・県からの予算自体が少ないのではないか。７０００円の
　参加費ではオブザーバーが誘いづらい
→予算等を承認（名刺広告を募る事を賛成多数で承認）。
　広告費は名称変更

※経営フォーラムのあり方（経営フォーラム予算、県から
　の予算等）は今後、検討する場を設ける

チラシ内容等の方向性は承認。

・第１分科会座長（熊本同友会：田崎氏）、第２分科会座長
　（長崎浦上支部：松本会員）、第４分科会座長（大村支部：
　金井会員）
→上記を確認

・各分科会報告テーマ
第１分科会…「経営指針の作成と自己と自社の成長」
～我社の経営戦略は社員の力の集結につきる～
第２分科会…ミッション経営の実現
～人は「何を」ではなく「なぜ」で動かされる～
第３分科会…小さな一歩を踏み出しました
～初めての障がい者雇用～
第４分科会…経営指針
～豆腐業会ナンバーワン企業を目指して～
→上記を確認

・名刺広告について
→割り付け、入稿の締切等を鑑み、名刺のみとし、一人最
　大２枠とすることを承認

２）例会委員会からの提案について
例会委員会からの代理出席、全国大会参加の際のカウント
方法の提案を承認（２０１７年度からの適用とする）
※社員の参加はオブザーバー扱いとし、出席率においても
　代理出席とカウントしない

３）情報広報委員会からの提案について
情報広報委員会からの広報誌配布方法（受付配布→座席配
布）、ＨＰ修正案を承認。ＨＰ修正の費用は特別活動費よ
り捻出する

４）９月１０日（土）役員研修会について
（前回までの決定事項）
９月１０日（土）１３：００～諫早道具屋にて開催
①同友会の歴史と理念…泉相談役、②企業内実践と企業づ
くり…金井副代表、③それらを受けて総括と役員の役割、
同友会の組織づくり…松尾代表からそれぞれ報告いただく

（今回確認・提案事項）
・式次第案、案内、予算案を承認

５）ながさき女性活躍推進会議への登録について
（三役会案）
主旨賛同会員に同友会として登録する。また各会員企業全
社登録に向けてアナウンスを行う
・各会員企業へのアナウンスは e.doyu で行い、その際に
　主旨、法律、経緯について記載する

報告・連絡事項
１）６月　県本部・各委員会・各支部等の活動状況について

２） 例会について（更なる例会の充実をめざして）
－山口例会委員長

第２回委員会を佐世保にて開催。第１回に引き続き、多く
の方に参加いただきました。第２部は懇親会の冒頭に行い
ました。改善点等はぜひ佐世保支部の役員会で検討をお願

第 1 分科会
（経営戦略）

第 2 分科会
（社員共育）

第 3 分科会
（障がい者雇用）

第 4 分科会
（経営指針）
※見学分科会

報 告 者 熊本同友会
田中 芳和 会員

長崎出島支部
土井 幸喜会員

大村支部
宮田 正一 会員

きらく大村
丸山 和美 氏

大村支部
徳田 信義 会員

座 長 長崎出島支部
中村こ会員

室 長 大村支部
竹中会員

大村支部
吉尾会員

大村支部
北村会員

大村支部
出口博会員

支 部 浦上 出島 大村 諫早 島原 佐世保 北松浦 五島 合計

目 標 35 35 65 52 38 45 25 5 300
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退 会 者（敬称略）

会 員 名 会　社　名 支部名 入会年月

馬 渡　 孝 浩 （株）馬渡農園 諫 早 2016年  3月

北　　 克 子 BONNE SANTE 佐 世 保 2007年11月

出 端　 徳 昭 ホーランドビレッジ（株） 佐 世 保 2015年  8月

会　員　数（７月１日現在）
浦上 出島 大村 諫早 島原 佐世保 北松浦 五島 合計

目 標 138 115 80 100 70 145 55 32 735

期 首 113 88 68 73 56 122 44 25 589

現 在 110 86 69 72 58 120 44 25 584

●企業住所等変更
永木　保史　会員（諫早支部）

新住所：〒854-0053
諫早市小川町1267 ＲＤビル2F-A

中村　光力　会員（大村支部）

新住所：〒856-0812
大村市桜馬場2丁目475-12

いします。６月は返信率が全支部で８０％を超えています。
大村・島原支部に関しては会場が諫早のため出席率が低く
なっていました。五島支部の出席率の低下が気になります。
全体的には今期に入り出席率と返信率は右肩上がりです。
７月は第３回の委員会として島原支部にうかがいます。よ
ろしくお願いします。

３）中同協　主要行事の紹介

４）中同協　憲章・条例推進本部担当役員について…宮田政
　 策委員長を推薦

５）「公平な税制をめざして」資料について）
→作成の経緯、今後の勉強会をまず理事会時に行う

（１１月理事会予定）

６）６月理事会時公正取引委員会との意見交換会を受けて
→今後動きがあれば随時、報告します

７）６月７日（火）中同協 中小企業憲章・条例推進月間キック
　 オフ集会参加報告（松尾代表理事・宮田政策委員長・峰事
　 務局次長）
（松尾代表理事）６回目のキックオフ集会が　衆議院会館で
開催。中小企業庁長官より施策の説明もあり、今後まず我々
が勉強を続けていく必要を感じた

８）６月８日（水）九州・沖縄ブロック代表者会議および中同
　 協第５回幹事会参加報告（松尾代表理事・峰事務局次長）

９）６月１５日（水）一億総活躍時代の経営戦略セミナー参加
　 報告（田口事務局員）

１０）６月２１日（火）佐世保支部：村上会員　熊本同友会報
　 告の件

→熊本同友会経営理念入門塾で報告。熊本同友会からの謝
　礼・交通費をそのまま義援金としてお渡しされた

１１）６月２２日（水）助成金セミナー参加報告（峰事務局次長）

１２）６月２７日（月）人材育成産学官コンソーシアムＷＧ参
　 加報告（峰事務局次長）

→（峰事務局次長）キャリア人材育成のＷＧ。今期継続して
　協議を行う。県としては最も成果がでるところから取り
　組むということで、ＷＧの場で同友会としての意見を述
　べた

１３）７月４日（月）留学生支援センターセミナー参加報告 
　 （峰事務局次長）

→２，０００人の留学生を３，０００人に増やし、留学生を
　活用したビジネスを行おうといったセミナー。随時追加
　の情報が入り次第、報告します

１５）会費３ヶ月滞納者について－なし

１６）その他
・（尾崎支部長）８月１９日の例会では香川同友会の三好さ
　んから報告いただきます。香川全研の分科会で報告され
　た方です。大変学びの多い例会になるかと思いますので
　各支部案内をさせていただきますので宜しくお願いしま
　す

・（馬場支部長）６月２３日ダイヤモンドクラブの総会が開
　催されました。総勢１６名の参加。島田さんも参加され、
　現在は９１歳、同友会歴は４４年になるそうです。懇親
　会では和気あいあいとした雰囲気でした

・（峰事務局次長）父の葬儀に際し、皆さまから温かいお気
　持ちをいただきありがとうございました

留意事項
１）２０１７年　中同協役員研修会について－５月開催予 
　 定。今後は代表者会議で進捗を協議する

→大村での開催を決定（２０１５年１１月理事会）

２）２０１９年中小企業問題全国研究集会（全研）について
ニュー長…立食１０００名、椅子８００名、
　　　　　分科会対応約５室
ベストウェスタン…立食１０００名、椅子９００名、
　　　　　　　　　分科会対応最大６室
※中同協確認事項最大１０００名（上限を設ける）でも全国
　大会開催可能
→長崎市で開催することを決定（２０１５年１１月理事会）
※実行委員長の検討開始

閉会あいさつ－五島支部　勝本副支部長
五島からＷＥＢではなく初めての直接の参加で理事会の雰
囲気を感じることができました。良くも悪くも柔軟な話し
合いのうえに、協議がなされ、長崎同友会はまだまだ発展
するのではないかと感じました。この雰囲気を五島支部に
も持ちかえり、さらなる発展につなげていきたいと思いま
す。

※次回日程－８月４日（木）　１９：００～つくば倶楽部


